
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

聖霊高校女子短期大学附属高校“S”クラブへ伺い、暴力に対し声をあげられる環境づくりの大切さをお伝えし、啓発

チラシを使用して暴力撤廃の啓蒙活動をしてきました。 “S”クラブ８名・担当教師１名・SI 秋田３名 

 
 

 

女 性 と 女 児 の 夢かなう未来のために 

つながる続くソロプチミスト 101 

 

東北６県・北海道のソロプチミスト 8３クラブでは 3回の国際デーに合わせ 
女性の心と体が発信する“SOS”をキャッチしようと啓蒙活動を行いました。
( 活動報告提出 39 クラブ：コロナ感染防止に配慮しながらの活動でした ) 

 

SI 秋田 2023.1.26 
 



 
 
 
 

青森男女共同参画・青森警察署・SI 青森会員 6 名との合同で行いました。 道路にのぼり旗を立て、会員はイベ

ントブルゾン着用で、パンフレットとポケットティッシュを渡しながら説明を致しました。 今後共 関係団体との協力を

仰ぎながら、この啓発活動を深め続けて行きたいと思います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市内のショッピングセンターの催事場にブースを作り、「女性に対する暴力撤廃の国際デー」の啓発活動を行いました。会

員 6 名でパープルリボンのツリーを設置し、のぼり旗を立て、キャンペーンティッシュを並べる作業をしました。 

 
 

SI 青森 2022.11.16 
 

SI 美唄 2022.11.13 
 



 
 
 
 

コロナ渦により、大きなイベント等を開催することができませんでしたので、昨年同様、「女性に対する暴力撤廃デー」

を啓蒙するティッシュを作り、会員の経営する 2 店舗において、来店されたお客様にお渡ししました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 23 日の福島大学の留学生 20 名と、会員 10 名の国際交流のイベントで、会員が女性への暴力撤廃を英

語で説明し、男子学生も多くいたので理解を求める話し合いをしました。 思い思いのカードを掲げて写真を撮

りました。 

 
 

SI 千歳 2022.11.11~25 
 

SI 福島 2022.11.23 
 



 
 
 
 

例会中はキャッチ SOS キャンペーンののぼりを掲げ、例会終了後に、会員 12 名で 「NO！DV」 のキャンペーンボ

ードで写真撮影をしました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SI ⼋⼾は、11 ⽉例会開催前に 25 名の会員が紫⾊のリボンをつけ、“キャッチ！SOS”キャンペーンボードを掲げ
て集合写真を撮りました。 今年もコロナ禍のため、いまだに対外的活動がほとんどできない状況ですが、例会
中に「⼥性のための暴⼒を撤廃」に向けて、意識を⾼める話をしました。 

 
 

SI 富良野 2022.11.21 
 

SI 八戸 2022.11.17 
 



 
 
 
 

石沢地区文化祭にて、・フリーマーケット・SI 本荘のパネル展示・水林新生園の作品販売を行った

際、のぼり旗を立て、来場された方々に A5 サイズのクリアファイルにパンフレットを入れお配りし、

キャンペーンを行いました。SI 会員 7名。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石巻市蛇田公民館にてダンススポーツサークル（15 名）の方々へ、チラシ＆リーフレットを配布し「女性に対す

る暴力撤廃」の説明をし、啓発活動しました。 

 
 

SI 本荘 2022.11.6 
 

SI 石巻サン・ファン 2022.12.20 
 



 
 
 
 

11 月例会時、「女性に対する暴力撤廃の国際デー」（１１／２５）に合わせ、会長始め会員 9 名に 『STOP DV！』 

のキャンペーンボードを掲げて貰い、ピンクの旗とともに “キャッチ SOS”キャンペーン活動を行いました。 コロナ禍

の中 DV が増えている現状。少しでも減少してほしいと願うばかりです。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コロナ禍、⾼校でも学校閉鎖など、感染が拡⼤している喜多⽅では、「⼥性に対する暴⼒をなくす運動」に参画したくても、チラ

シの⼿渡しなどはできませんでした。 しかし、福島県⽴喜多⽅⾼校、福島県⽴耶⿇農業⾼校の校⻑先⽣には主旨を御理解いただ

き、校内の掲⽰板にポスターを貼らせて頂きました。 ご協⼒に感謝しておりますとともに、少しでも悩める⽣徒さんの⼿助けに

なれたら嬉しいです。 

 
 

SI いわき中央 2022.11.16 
 

SI 喜多方 2022. 
 



 
 
 
 

当日は会員 8 名にて市内の大通りで街頭啓発を行いました。立ち止まり熱心にお話を聞いて下さる主婦の 

方々が多くシエルターの存在を知らなかった人もいて資料をお渡して広報に役立ったと思います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

久慈東高“S”クラブの生徒さんに協力していただき、会員と共に DV のティッシュを配布した。 

会員参加：8 名（内会員カメラマン 1 名) “S”クラブ参加：先生 1 名・生徒 2 名。 

 
 

SI 北見みんと 2022.11.25 
 

SI 久慈 2022.11.6 
 



 
 
 
 

釧路少年鑑別支所、釧路刑務支所へ訪問し、支所長様や職員の方に「女性に対する暴力撤廃の国際デー」につい

てお話しさせていただきました。 キャンペーンボード、DV シェルター釧路のパンフレット、内閣府のポスターを持参し、受

刑者も含め、関係者の皆さんにお声がけいただくようお願いをいたしました。 暴力は犯罪であり、その被害者を助ける手

があることを、本当に被害にあわれている方に知っていただきたいと願います。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 3 日、夢を拓く:茶話会会場で高専、高校生に DV に対する啓発、11 月例会で会員に振興局のパンフレットを

使用し DV 撲滅の啓発を行った。またパンフレットを女性が手に取りやすい場所に配置する協力依頼をした。 

 
 

SI 釧路 2022.12.20 
 

SI 釧路アミティ 2022.11.3/11.22 
 



 
 
 
 

１１月 10 日、三沢市広報広聴課の要請で、堀口中学校を訪問。 ミニセミナーでは、パープルリボンの意味などを

理解いただき、生徒の皆さんとパープルリボンを共同制作しました。 後日、三沢市広報広聴課の宮古様をお招きし

て、ガバナー公式訪問時にアピールしました。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会員 8 名がお揃いのジャンパーを身につけ、市保健センターに設けたブース内のツリ ーに、暴力根絶のシンボル で

あるパープルリボンを飾り、キャンペーンボード・のぼり旗を掲げ「女性に対する暴力撤廃」を呼びかけた。また、2 新聞 2

社に取材していただき、紙面を通して広く啓発に努めた。 

 
 

SI 三沢 2022.11.10/11.14 
 

SI 紋別 2022.11.14 
 



 
 
 
 
今回のキャッチ！SOS キャンペーンには、風間浦村の PR など下北地域を盛り立てようと奮起している「下風呂温泉おかみの会」の６名の

方々が参加してくださいました。 国際ソロプチミストのパンフレット、むつクラブのしおりなどをお渡し、私たちの活動を説明した後、キャッチ！

SOS キャンペーン３回の国際デーについてもお話を聞いていただきました。 女性だけの会ということで、熱心に耳を傾けて下さいました。 11

月 18 日の東奥日報に大きく掲載されました。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回も感染予防のためポスターと共に、キャンペーンラベルを差し込んだポケットテッシュを、市内４か所の
公⺠館と社会福祉協議会、⼣鶴の⾥の計６か所の窓⼝に、各 50 個置かせていただきました。 また、12 ⽉例会で
は、会員花バザーを⾏いその花と⼀緒にキャッチコピーを⼿にして“キャッチ！SOS”キャンペーン活動をアピー
ルしました。 

 
 

SI むつ 2022.11.8 
 

SI 南陽 2022.11.16/12.22 
 



 
 
 
 

昨年は、 QR コードを印刷した DV 防止ホットラインポスターを名寄警察署内に掲示しました。今年度は警務課の石

原主事のご厚意により、市内の交番・派出所・美深警察庁舎の計 13 ヶ所に掲示しました。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コロナ禍の中、少しでも私たちの活動が伝わるように試⾏錯誤した結果キャンペーンボードを⼊れたポ
ケットテッシュをそれぞれ会員の職場に設置してもらうことにしました。 介護施設、病院、美容室、⾐料
販売店、宴会場など 10名ほどの会員に 200枚のテッシュを分配しました。それぞれの職場では 11⽉ 25⽇
に⼀⻫に配布、結果たくさんの⽅たちに喜んでいただき、活動も伝えることが出来ました。 

 
 

SI 名寄 2022.12.7 
 

SI 能代 2022.11.25 
 



 
 
 
 

例会で行った蚤の市での収益を、学校等に生理用品の寄贈活動を行っている、子育て支援センターへ寄付を

行いました。 その際に、断固暴力反対の意見を頂き、「STOP！DV」 「NO！と言う勇気を」 のボードを掲げて

写真を撮りました。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DV に悩む女性の為の「駆け込みシェルターとかち」ホットラインカード 500 枚を、会員 7 名の事業所女子

トイレ 13 箇所に設置。会長とプログラム・広報委員長の３名で同事務所に支援金 7 万円をお届けしまし

た。 

 
 

SI 帯広 2022.11.14 
 

SI 帯広みどり 2022.11.14 
 



 
 
 
 

大館桂桜高校 S クラブに所属する JRC 部、工作部、家庭クラブの生徒たちといっしょに、暴力撤廃の啓発活動を行

いました。パープルのリボンを飾り付けた大きなクリスマスツリーも場の雰囲気を盛り上げてくれました。 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸前⾼⽥市アバッセ内のスーパーマーケットマイヤ様⼊り⼝前にて、会員がメッセージボードを掲げ、メ
ッセージ⼊りのポケットティシュを配布する形で「⼥性に対する暴⼒撤廃の国際デー」啓発活動に取り組
みました。 

 
 

SI 大館 2022.12.6 
 

SI 大船渡 2022.11.25 
 



 
 
 
 

秋田修英高等学校 “S” クラブ茶話会開催に合わせて“キャッチ！SOS”キャンペーンを行いました。 参加人数は生

徒 5 名・会員 9 名・先生 3 名です。 会長より DV 防止のお話があり、生徒の皆さんからキャンペーンボードに、それ

ぞれの言葉を書き入れていただき啓蒙活動を行いました。 すでに卒業後の進路も決まっている生徒さんも多く、こ

れから社会に巣立っていく方々の将来の自分を守る力になりえる、とても良い時間を共有できました。 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月２２日 SI おとふけ例会時にボードを掲げて、会員の皆さんで、より強く意識して、啓蒙活動を発信 

しました。 

 
 

SI 大曲 2022.12.21 
 

SI おとふけ 2022.11.2２ 
 



 
 
 
 

１１月１８日の夕方に、「暴力から脱出する勇気を持ちましょう」と呼びかけるキャッチＳＯＳキャンペーンを行いました。

SI 留萌の松下会長、菅原エレクト、戸水広報委員長の 3 名で道の駅るもいに伺い、トイレ入口に啓発チラシを入れ

たポケットティッシュに置かせて頂きました。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１０月２８日、内山恭子会長と、國田プログラム委員長が北海道庁を訪れ、北海道保健福祉部子ども

未来推進局、竹澤孝夫局長にオレンジリボン 2,000 個と、啓発ポケットティッシュ 5,000 個を寄贈しま

した。 

 
 

SI 留萌 2022.11.18 
 

SI 札幌 2022.10.28 
 



 
 
 
 
麻生キッチンりあん チャリティバザーでは、ピンクリボンティッシュ、オレンジリボンティッシュ、ＤＶカード、 

ボードメッセージを紹介しました。 駄菓子屋＆子ども 若者の居場所の日（１１・１０）には “キャッチ SOS !”キャンペ

ーンチラシや、オレンジリボンティッシュ無料配布、ＤＶカードなど、改めて設置をお願いしました。 学生、関係者含

め 6 名 いました。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「札幌市へのオレンジリボン贈呈式」啓発リボン及びメッセージティッシュを寄贈しました。 認証３０周年

記念式典にて、女性と女児の夢実現のために「キャッチ！SOS キャンペーン～暴力撤廃の国際デー」をお

こないました。 

 
 

SI 札幌グローリア 2022.10.29/11.10 
 

SI 札幌ノイエ 2022.10.17/11.21 
 



 
 
 
 

DV 防止啓発のため、キャッチ！SOS キャンペーンカードを作成しました。 必要な方に手に取っていただける 

よう、公的機関などに設置させていただきます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 ハーティ仙台 代表理事 八幡悦子さんを講師に、性暴力被害者支援についてお話を伺いました。 

今までに性暴力の事案を、裁判で解決してきた事例をご紹介頂きました。 身近な所で性暴力撤廃の為に頑張って

いる団体から、直接お話を聞けたことは大変参考になりました。 何かありましたらハーティ仙台にご相談下さいとの

ことです。（参加者 8 名） 

 
 

SI 仙台 2022.11.27 
 

SI 仙台-青葉 2022.11.24 
 



 
 
 
 
今年度も会員９名が参加し、ニューグランドホテルの従業員の方々、宿泊の方々に、「女性に対する暴力撤廃の国際デ

ー」 について説明して理解してもらい、ティッシュを配りました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

例会が始まる前にｷｬッチコピーを記入、例会時今期の活動方針を検討しました。 ｺロナ禍が東北地区ではやっている

ので、統一行動はとらない。 各自職場で活動をすることに決定。 家に持ちかえり張り出し、お客様に説明。 
 

SI 新庄 2022.11.22 
 

SI 田村 2022.11.15 
 



 
 
 
 

3 年ぶりに開かれた「令和鍋合戦」会場の天童市の県総合運動公園中央公園広場内の一角に、SI 天童フリーマー

ケット・ミニバザーを設けて実施した。会員 12 名が揃いのジャンバーを着用して、プラカードを持ち暴力防止をアピ

ールしながら、広報テッシュ 1,000 個とチラシを配布して広報した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

１３名(会員８名・鶴岡警察署生活安全課３名・犯罪被害者支援２名) 鶴岡市内 SMALL コロナ禍で深刻化した D・V の被害拡大に鑑み、一人

でも多くの方が勇気を出していただきたく、微力ですが啓蒙活動を行いました。 

SI 天童 2022.11.20 
 

SI 鶴岡 2022.11.11 
 



 
 
 
 

秋田ふるさと村において、チラシやマスク、ティッシュなどを配布しながら児童虐待防止、DV 及びデート DV 防止活

動を実施。参加者は、会員 15 名高校生 12 名、横手市、横手警察署、少年保護育成委員会の皆さんなど 38 名。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

グランドホクヨウに於いて、チャリティークリスマスコンサートを開催。 218 名のご来場を頂き、米沢市社会福祉協議会様に

寄付の贈呈を致しました。 同時に“キャッチ SOS”キャンペーンをいたしました。 

SI 横手 2022.11.3 
 

SI 米沢 2022.11.27 
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	⑪　2022　DVキャンペーン
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	⑰　2022　DVキャンペーン
	⑱　2022　DVキャンペーン
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